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4月から一般健康相談・事業検診の

日程が変わります。
4月から一般健原相餓・事業所横形の日程が変わり

ます。

●一般健康相談（就職・進学等）

毎週月・木曜日一一毎週月曜日

●事業所検診（予約制）

毎週月・木曜日－一書第1・3木曜日

※受付時間9時～10時30分

お年寄り対象の

心の健康相談
保虞所では、老年期の色々な砲み（特に老人痴呆）

について相飯や肪間を行っています。お気軽に利用く

ださい。

●相戦日　　毎月　第4金曜日

●時　　同　　午後1時30分～2時30分

●ところ　　遠賀保健所

●予約制　　必ず前もって笛話（℡201－4161）

でご予約ください。

※　専門の医師が無料で相談に応じます。

※　個人の秘密は固く守ります。

※　暗譜相談も受けます。

看遠賀保健所案内略図

食
生
活
改
善
推
進
教
室

（
線
貴
会
）
要
諦
生
募
集

毎
日
の
健
康
は
、
ま
ず
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
食
事
か
ら
で
す
。
健
康
や
栄
養

に
つ
い
て
学
ん
で
、
こ
れ
か
ら
の
食
生

活
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

●
日
　
程
）
1
月
か
ら
来
年
3
月
ま
で

の
毎
月
1
回
（
第
3
金
曜
日
）

●
と
こ
ろ
）
遠
賀
保
健
所

●
時
　
間
）
9
時
0
0
分
～
戦
時

●
料
　
金
）
受
配
料
無
料

4
月
か
ら
乳
児
相
談
の

日
程
が
変
わ
り
ま
す
。

●
第
1
火
種
ロ
　
ー
　
第
2
火
種
目

（
対
象
）
生
後
3
カ
月
～
6
カ
月
児

●
第
2
火
細
目
1
－
第
4
火
細
目

（
対
象
）
生
後
7
カ
月
～
成
カ
月
児

●
募
集
人
員
）
約
1
0
人

●
申
込
み
）
3
月
締
日
ま
で
に
福
祉
課

保
健
衛
生
係
へ

●
そ
の
他
）
m
回
以
上
の
出
席
者
に
は

修
了
証
書
を
交
付
し
ま
す
。
ま
た
、
修

了
後
は
、
緑
黄
会
員
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

家
庭
介
護
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

●
と
　
き
）
3
月
1
8
日
（
水
）

●
と
こ
ろ
）
遠
賀
保
健
所
　
会
議
室

℡

2

0

1

－

4

1

6

1

●
内
　
容
）
㈲
講
話
　
「
老
人
の
病
気

の
特
性
と
そ
の

理解」

㈲
実
技
指
導
足
浴
の
実
際

㈲
論
詰
　
「
老
人
と
薬
」

※
講
師
　
産
業
医
科
大
学

曽
根
智
史
氏
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●狂犬病予防注射日程表t 
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4月1日 �島津公民館 �10時　　～10時15分 
道官集会所 � 

（水） �若松ム民録 別府公民館 � � 

4　25　－14　50 

4月3日 �鬼津公民館 尾崎公民館 � �0時・－10時45分 11135分 

（全） �ム民 広渡公民館 新町公民館 � �時　　一　時 

4時25分・－15時 

4月7日 � �園 

虫生津公民館 � 

美容集貫所 東町公民館 � 

（火） �木守公民館 　⊥ゝ／＼ �13時20分・－14時 

若菜ロ公民館 千代丸公民館 � � 

4月9日 �老良公民館 浅木公民館 東和苑公民館 � 

（木） �町公民館別館 � 

日停公民館 � 

田園公民館 � 

4月10日 （金） �松ノ木公民館 �10時　　－11時15分 

4月18日 （土） �役場車庫前 �10時　　一11時15分 

登録と注射（観る朋以上）は

圃主の愛情です。

∴∴ ∴÷∴∴† 示籠幸一 �i封蟻的奮4番回曲」．む。」的。〇〇一 　＼Iや、∵ 　　■“i＼＿・ 　　∴一、、∴′＿、、” 

繚 �一　言、、浩三∴蟻 

くおねがい〉
①犬を充分に扱える人がつれてきてください。
②体調が悪い犬は注射しないことがあります。良くなってから、動物病院で受けてください。

ご存じですか？

新しいタイプの献血

成分献血

●と　き＝3月18日的

●ところ＝役場玄関前

●時　間＝9時30分～16時
（12時－13時は休み）

●種　類＝200ml献血

400ml献血

成分献血（登録制）

●問合わせ＝福祉課保健衛生係へ

精
神
哩
童
豪
蕨
の
集
い

こ
の
集
い
は
、
精
神
障
害
者
と
そ
の

家
族
の
み
な
さ
ん
が
、
精
神
保
健
思
想

に
つ
い
て
考
え
、
理
解
を
深
め
て
い
く

た
め
の
も
の
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

●
と
　
き
）
3
月
針
目
（
金
）
の
午
後

1
時
5
0
分
か
ら

●
と
こ
ろ
）
遠
賀
保
健
所

●
鷹
∴
沸
）
　
「
精
神
障
害
者
の
社
会
復

原
を
す
す
め
る
に
は
」

●
調
　
節
）
福
岡
県
田
川
保
健
所

所
長
　
畑
田
一
恵
氏

主
任
主
事
　
細
田
延
俊
氏

●
参
加
料
）
無
料
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尾崎・天神遺跡から出土したナイフ形石器 

棚の閲歴留消費者相談は・役輔課へ
（D内 ����������������������容雌 ��朋郵 �優での通 ����知 �例 ��i 

姓商腹中 鰯 郎罵言∴… �② ′ヽ ガ キ 簡 易 書 留 そ の 通 知 例 ● では内 い文客 ら具証 市店明 暇な郵 のど使 用での 紙亮用 をつ紙 �0000　0〇〇〇〇〇〇〇〇〇cc ������������������� � � � �⑱㊨ ���○ �○ �o � ○ ㊧ 0 8 聾 � � � � � � � �す �を �は � �だ � �内 容 証 明 �を �青 �の � � �○ �○ �被 � � � � � �○ 蕾 
返 � �な �さ �し ��し �社 �セ �私 � �○ �（⊃ �通 � � � � � 

金 �お �お �ま �か ��ま �の �I �は � �取 �県 �知 � � � � �○ 

し て �弓 �セ �す �し な ��し �商 PP �ノし �去 � �節 役 �○ �人 � � � � �○ 

さ �� ���た ��ス �� ��○ �� �� ��○ 

○ � � �く �取 � � �が �� � �ー？ �ろ � �○ �市 � � � � � �の ���雲講 　‥l 

○ � � �Iご �り �／レ � �ら �� �○ �ン �○ � �○ �○ � � � � � �契 

年 � � �さ �い �ス � � �� �○ �の �○ � �○ �○ � � � �○ � �約 

○ � � �ら �た �マ � � �� �○ �訪 �○ � �〈⊃ �町 � � � �○ � �解 

○ � � �よ �だ �ン � �の �� � �間 �○ � �殿 �○ � � � �県 � �陰 

月 � � �う �さ �が � �契 �用 飯 � �○ �を �年 � � �○ � � � �○ � �（こ 

○ � � � � �置 � �約 �� �○ �受 �○ � � �番 � � � �○ � �つ 

○ � � �お �支 �い � �を �� �個 �け �○ � � �地 � � � �市 � �い 

●● 〔は誹謀議筆 端磐轟 ��� � � � � �日 � � �願 �払 �て � �解 �� �を � �月 � � � � � �山 �○ � �で 
い �つ �」、 � �除 �� �購 �自 �○ � � � � � �田 �○ � � 

申 �た �か � �さ �� �入 �宅 �○ � � � � � � �IT � � 

し �○ �れ � �せ �� �す �（こ �日 � � � � � �太 �○ � � 

上 �○ �た � �て �� �る �お � � � � � � �郎 �○ � � 

け �○ �商 � �い �� �契 �し、 �費 � � � � � � �春 � � 
ま �円 �gP � �だ �� �約 �て �社 � � � � � � �地 � � 

○ �㊨⑬⑱㊨⑱ �������ooO ��������� � �� � �○ ��� 

イ‾



遠賀川保育薗ほし組みんなの手作りの雛壇

〔財政係〕
●財政計画に関すること

●予筑編成に関すること

●予算の執行統制に関すること

●地方交付税に関すること

●同債及び一時借入金に関すること

●収入支出命令に関すること

〔庶務係〕
●条例、規則、規程その他令達及び公告

に関すること

●町議会提出議案の審査及び統括に関す

ること

●郵便物、公文書等の収受・発送

●消防に関すること

●選挙管理委員会に関すること

●その他自衛官募集業務や屯話交換、秘

書業務など

〔笛財係〕
●普通財産の取得、貸付等に関すること

●町有財産の管理に関すること

●町営住宅の維持管理に関すること

●建設業者の指名願いに関すること

●遠賀霊園に関すること

●土地開発公社に関すること

〔監　査〕
監査では、公金が法令や規則、そして

議会により議決された予算に従って適正

に収納支出されているか否か、また無駄

使いがないかを調査し、これに伴なった

軍務は適正に処理されているか否かを調

べています。

ヽ

す
。
狩
猟
具
の
加
工
に
関
連
す
る
工
具

と
考
え
る
の
が
一
般
的
で
す
。
確
証
に

乏
し
い
の
で
す
か
、
根
茎
類
の
採
取
を

目
的
と
し
た
．
掘
り
樺
〟
を
つ
く
る
工

具
と
も
考
え
ら
れ
、
狩
猟
だ
け
で
は
な

く
植
物
採
取
も
な
さ
れ
て
い
た
の
で
し

ょ
う
か
。

木
な
ど
に
溝
を
彫
る
の
に
役
立
つ
細

長
い
刃
を
つ
け
た
彫
器
も
こ
の
種
の
機

能
枠
に
納
ま
る
で
し
ょ
う
。

人
類
の
最
初
の
石
器
で
あ
る
摸
器
が

該
当
し
ま
す
が
、
こ
の
器
題
は
紀
文
時

代
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
河
原

石
を
石
で
打
ち
合
わ
せ
る
と
簡
単
に
刃

部
を
作
り
出
せ
ま
す
。
そ
の
後
、
片
刃
調

整
や
両
刃
調
態
と
か
母
岩
を
調
整
す
る

な
ど
と
形
態
の
変
化
が
み
ら
れ
ま
す
。

河
原
石
を
素
材
と
し
ま
す
か
ら
、
重
量

感
が
あ
り
鈍
器
的
な
の
で
、
叩
き
割
る

機
能
を
果
た
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

鬼
津
・
菜
畑
遺
跡
か
ら
一
点
出
土
し

て
い
ま
す
が
、
共
伴
す
る
遣
物
が
縄
文

時
代
の
石
鑑
で
あ
り
、
縄
文
時
代
に
屈

す
礫
器
で
あ
る
可
能
性
が
大
で
す
。

以
上
が
主
な
石
器
の
種
類
で
す
が
、

こ
れ
ら
石
器
の
組
成
か
ら
、
檎
な
ど
で

動
物
を
捕
獲
し
て
、
ナ
イ
フ
形
石
器
な

ど
で
解
体
し
て
食
糧
と
し
、
副
産
物
と

し
て
毛
皮
の
衣
類
も
若
葉
さ
れ
た
の
で

し
ょ
う
。
．
削
る
．
の
項
で
述
べ
た
根

茎
類
の
採
取
も
充
分
考
え
ら
れ
ま
す

し
、
木
の
実
や
野
草
な
ど
も
副
食
と
し

て
食
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
海
川
に
は
想
像
を
絶
す
る
ほ
ど
に

魚
が
登
畠
で
、
手
掴
み
や
槍
で
も
捕
獲

出
来
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

厳
し
い
自
然
環
暁
の
中
で
も
っ
て
、

食
す
る
粗
を
得
ん
が
ゆ
え
に
、
石
器
の

進
化
が
進
ん
だ
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
で
し
ょ
う
。

⑤
交
　
流
（
移
動
）

2
回
目
の
′
旧
石
器
の
社
会
〟
で
述

べ
る
予
定
で
し
た
が
、
紙
面
上
の
関
係

か
ら
今
回
分
に
掲
載
し
ま
す
。

旧
石
器
時
代
の
人
々
が
ど
れ
程
の
踵

態
を
移
動
し
た
か
を
考
え
て
み
ま
す

と
、
古
く
は
、
中
国
大
陸
の
月
日
店
に

お
け
る
石
器
技
法
が
大
分
県
の
早
水
台

遺
跡
の
石
巻
類
に
相
似
点
が
認
め
ら
れ

る
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

伊
豆
七
島
産
の
黒
曜
石
が
南
関
東
の
遺

跡
で
出
土
し
て
い
ま
す
し
、
北
海
道
白

滝
村
産
の
黒
班
石
に
至
っ
て
は
道
内
だ

け
で
な
く
ソ
ビ
エ
ト
の
サ
ハ
リ
ン
で
も

出
土
し
て
い
ま
す
。

食
塩
を
得
る
た
め
だ
け
で
は
な
く
、

石
器
づ
く
り
に
不
可
欠
な
原
石
を
求
め

て
何
百
キ
ロ
以
上
も
移
動
し
て
い
た
こ

と
が
判
明
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事

象
か
ら
海
を
渡
っ
た
の
も
事
実
で
、
カ

ヌ
ー
か
イ
カ
ダ
を
使
用
し
て
い
た
と
推

測
さ
れ
ま
す
。

天
神
遺
跡
出
土
の
ナ
イ
フ
形
石
器
と

細
石
刃
の
石
材
は
火
山
岩
の
黒
錫
石
で

す
。
硬
質
で
規
則
的
に
割
れ
や
す
い
の

で
、
石
器
の
半
数
以
上
が
こ
の
石
材
を

用
い
て
い
ま
す
。
　
（
つ
づ
く
）

俳
句
へ
遠
賀
俳
友
句
会
抄
）

池
田
幸
利
達

表
紙
絵
の
飛
天
の
舞
へ
る
初
ひ
か
り

小
野
多
恵
子

振
り
返
る
こ
と
の
み
多
く
車
乗
つ
る

ー
一
一
杓
　
妙
子

寒
の
婁
支
へ
て
す
く
と
行
者
杉
徳
永
小
代
子

目
溜
り
に
車
椅
子
ゐ
て
帰
り
花
川
上
　
久
夫

初
詣
今
年
の
連
を
枝
に
繕
ふ松
奉
み
ち
え

短
歌
へ
お
ん
が
短
歌
会
掠
草
）

河
中
靖
喜
連

は
っ
は
っ
と
広
告
塔
の
灯
は
と
も
り

黒
埼
の
街
は
夜
の
活
気
増
す高
崎
　
佳
子

咲
き
柵
け
て
落
ち
て
ゆ
き
た
る
紅
椿

黒
土
の
上
に
尚
鮮
け
し
　
高
崎
　
峡
江

目
す
か
ら
の
雨
に
散
り
敷
く
も
み
じ

薬
を
踏
み
が
た
く
行
く
秋
月
の
里

大
場
　
房
江

朱
い
実
に
小
鳥
の
群
れ
ろ
日
和
な
り

孫
一
才
の
誕
生
迎
う
る

言
開
　
録
劇

朝
光
に
き
ら
め
く
川
面
の
静
け
さ
を

破
り
て
激
し
く
時
雨
降
り
来
ろ
大
場
ト
シ
ミ



3員

新監溝
春の防犯運動実施
遠賀町自治防犯協会では、

折尾警察署と一体となって
「春の防犯運動」を実施し

ます。
●運動期間

3月21日～31日

●運動重点

暴力追放

乗り物盗、侵入盗などの

盗犯の防止

日赤家庭看護法の 
受講生募集中。 
●基礎看護 � � 

●老人看護 �虹∴一芸÷報最 � 
の2コース‥　　　　▲予 

毎年、行っています日赤家庭看護法講習会を今年も 
4月10日より毎週金曜日、午前10時より午後3時まで 

遠賀勤労者体育センターにて開催します。実技を中心 に、急に家庭に病人ができた場合を想定した基礎看 

謹、寝たきりのお年寄りへの介護を学ぶ老人介護の2 

謡類を分かりやすく勉強していきます。 

●受話希望の人は3月25日（水）までに地区担崇民生 

委員へ申込みください。 

●問い合わせ〉社会福祉協議会℡（293）12紳（内線 
‘360）へ 

〆

交
通
死
亡
事
故
多
発
警
戒
雪
害

交
通
事
故
の
絶
滅
は
、
県
民
総
て
の
願
い
で
す
。
し

か
し
、
こ
こ
数
年
、
増
加
傾
向
に
あ
り
、
一
月
一
日
以

降
の
死
者
数
は
五
三
人
以
上
に
及
ん
で
い
ま
す
。
〝
無

暴
運
転
〝
　
〝
飲
酒
運
転
〟
は
止
め
ま
し
ょ
う
。

諺
配
。
岡
垣

〇

〇

〇

’

○

○

’

’

’

’

’

’

i

第
1
9
回
全
回
勤
労
青
少
年

‖
マ
イ
ル
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

県
労
鋤
都
で
は
、
勤
労
青
少
年
の
健

康
増
進
な
ど
を
目
的
と
し
た
労
働
省
主

催
の
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
へ
の
自
主
参

加
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
と
　
き
）
5
月
1
6
日
（
土
）
・
1
7
日

（
日
）
の
2
日
間

●
と
こ
ろ
）
長
野
県
諏
訪
郡
富
士
見
町

●
種
　
目
）
・
男
子
1
0
マ
イ
ル
・
女
子

的
マ
イ
ル
、
5
鳥
レ
ー
ス

●
申
込
締
切
）
3
月
1
9
日
（
木
）
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
）
福
岡
県
労
働
福
祉
課

℡

0

9

2

（

6

2

2

）

1

0

0

4

へ

第
2
回
モ
デ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

親
子
参
加
者
募
集
中

モ
デ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
は
、
紙
・
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
な
ど
で
で
き
た
軽
量
な
機
体
を

組
立
て
、
火
薬
を
詰
め
て
打
ち
上
げ
る

ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
親
子
で

協
力
し
て
制
作
し
た
ロ
ケ
ッ
ト
を
大
空

に
打
ち
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
と
　
き
）
3
月
2
9
日
（
日
）
の
午
前

n
時
集
合

●
と
こ
ろ
）
ス
ペ
ー
ス
ワ
ー
ル
ド
第
2

駐
車
場

●
募
集
人
員
）
親
子
5
0
組
（
0
0
人
）

●
参
加
費
用
）
無
料

●
申
込
方
法
）
ハ
ガ
キ
に
①
住
所
③
参

加
者
氏
名
③
参
加
者
年
齢
④
電
話
番
号

を
記
入
の
う
え
、
3
月
1
5
日
ま
で
に
申

込
み
く
だ
さ
い

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
）
〒
縦
北
九

州
市
八
幡
東
区
枝
光
本
町
8
I
l
㈱
ス

ペ
ー
ス
ワ
ー
ル
ド
・
ス
ペ
ー
ス
キ
ャ
ン

プ
部
℡
（
6
7
2
）
3
6
7
0
へ

論
馳
㊧
憧

二
九
コ
ー
ナ
ー

●
遠
賀
消
防
本
部
（
2
9
3
）
1
2
3
1

た
き
火
の
飛
び
火
に

気
を
つ
け
て
ノ

三
月
は
ま
だ
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災

の
お
こ
り
ゃ
す
い
時
期
で
す
。

特
に
た
き
火
や
野
焼
き
に
よ
る
火
災

が
多
く
発
生
し
、
時
と
し
て
多
く
の
被

害
を
与
え
ま
す
。

た
き
火
か
ら
火
災
に
な
っ
た
原
因
と

し
て
特
に
多
い
の
が
飛
び
火
で
す
。

火
の
粉
は
百
メ
ー
ト
ル
以
上
も
飛
ぶ

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

た
か
が
、
た
き
火
ぐ
ら
い
で
と
油
断

は
禁
物
で
す
。

た
き
火
を
す
る
際
は
次
の
奉
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

●
一
度
に
た
く
さ
ん
燃
や
さ
な
い
。

●
消
火
器
や
水
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
て
お

く
こ
と
。

●
風
の
強
い
時
や
乾
燥
注
意
報
の
出
て

い
る
時
は
し
な
い
。

●
周
囲
に
燃
え
や
す
い
物
が
な
い
所
で

行
う
こ
と
。

●
事
故
防
止
の
た
め
、
ス
プ
レ
ー
缶
や

竃
の
し
ま
っ
て
い
る
ビ
ン
な
ど
は
絶

対
に
燃
や
さ
な
い
こ
と
。

管
内
火
災
・
救
急
件
数
（
1
2
月
）

3
月
は
土
地
月
間
…
…

不
動
麿
無
料
相
談
会

（
社
）
日
本
不
動
産
鑑
定
協
会
で
は
、

不
動
産
鑑
定
士
の
地
域
社
会
へ
の
奉
仕

活
動
と
し
て
不
動
産
の
無
料
相
談
　
＼



西田 �●置鰭のご相談もあ受けします ℡093－521－2140（直通〉 

交通事故 � 

ご相戦 � 

社団法人日本損害保険協会 

小倉自動車保険請求相談センター 

柏駁時間　午前10時一牛後4時（受付は牛後3時まで）

書のサークル金具

蛸聡んがでは、4月1帽号で毒のサークル

鏡雪課の糠を予定してい的。I弼瑞雲

されるサーク順、次の腱をご軌になり、

役儀飼艶聞輔までお申し込みください。

申込締切3重言
園内蓉

lサークルの舗∴∴∴費か、大給の要相、そ

l簡単綱頒（緬の雛　の他の鯛など）

で全舶載できかことが　●中期（鵬、踊、輔

あります）　　　　　訪批）

l鯛旺脚　　　●活即の躾（なくても可

l鯛脚　　　　　緬の蓋蛤で鵬できか

l離鵬　　　　　ことが訓ます）

l飾（餓明鏡か幹　●その他（掛：緬聞

（仮称）福祉の豊センターの

設計コンペ結果を展示・公開

しています問い合せ先‥補聴

遠賀町では、高齢社会への対応に向

け、生きがい・健康対策の発進基地とな

る（仮称）福祉の里センター等の設計コ

ンペを実施しました。その概要を公開・

展示しています。

●ところ＝中央公民館展示ロビー

●展示期間＝3／2－3／31

遠
賀
町
学
校
用
務
補
助
員

募
　
集
　
中
。

●
仕
事
の
内
容
）
学
校
一
般
用
務

●
応
真
資
格
）
町
内
居
住
者
の
女
怪
で

1
8
歳
か
ら
蒔
歳
ま
で
の
人
（
一
年
間

勤
め
ろ
こ
と
が
で
き
る
人
）

●
応
募
人
員
）
4
人
（
畠
門
小
学
校
・

浅
木
小
学
校
・
遠
賀
中
学
校
・
遠
賀

南
中
学
校
各
1
人
）

●
勤
務
時
間
）
月
曜
か
ら
金
曜
の
1
2
時

か
ら
1
6
時
0
0
分
ま
で

●
賃
　
金
）
一
日
3
、
3
0
0
円

●
応
募
方
法
）
履
歴
書
に
写
実
を
添
付

の
う
え
提
出
の
こ
と

●
受
付
期
間
）
3
月
2
1
日
（
土
）
ま
で

●
採
用
方
法
）
面
接
の
う
え
、
本
人
に

通
知

●
問
い
合
わ
せ
）
遠
賀
町
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
℡
（
2
9
3
）
1
2
3

4
へ

＼
　
会
を
開
き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

●
と
　
き
）
福
岡
会
場
＝
4
月
1
日
㈹

北
九
州
会
場
＝
4
月
2
日
㈱

●
と
こ
ろ
）
福
岡
会
場
＝
新
天
町
イ
ベ

ン
ト
広
場
、
北
九
州
会
場
＝
小
倉
井
筒

屋
・
八
幡
井
筒
屋

●
費
　
用
）
無
料

東
京
学
生
寮
の

入
真
筆
を
募
集
中
。

●
桑
名
・
所
在
地
）
。
莫
謬
寮
＝
東
京

都
目
黒
区
目
黒
本
町
l
丁
目
1
5
番
1
3
号

。
筑
紫
寮
I
－
東
京
都
中
野
区
中
央
3
丁

目
1
6
番
6
号

●
募
集
人
員
）
　
o
莫
憲
実
（
男
子
）
約

滅
入
。
鵡
紫
寮
（
女
子
）
約
3
人

●
在
寮
期
間
）
2
年
（
2
人
部
屋
）

●
軽
費
）
　
o
入
寮
金
2
5
、
0
0
0
円

o
安
ま
寮
＝
月
額
約
3
1
、
0
0
0
円

。
筑
紫
寮
＝
月
額
約
2
6
、
0
0
0
円

●
申
込
締
切
）
3
月
幻
日
（
火
）

●
申
込
み
・
聞
合
わ
せ
）
　
（
財
）
福
岡

県
奨
学
会
（
福
岡
市
博
多
区
東
公
園
7

番
7
号
・
県
教
育
庁
高
校
教
育
課
内
）

℡

0

9

2

（

6

4

1

）

7

3

2

6

へ

縁
故
善
は
い
ま
せ
ん
か
。

無
線
基
地
を
改
愛
し
ま
す

●
墓
地
の
名
菰
及
び
所
在
地

e
福
岡
市
姪
浜
調
号
墓
地

o
福
岡
市
西
区
姪
の
浜
2
丁
目
3
9

6
6
番

●
届
出
期
日
　
4
月
Ⅱ
日
ま
で

●
眉
出
先
　
姪
浜
Ⅱ
号
基
地
改
葬
委
貝

会
℡
0
9
2
（
7
1
1
）
4
2
7
3

開
聞
園
田
田
岡

平
成
4
年
度

福
岡
県
巡
回
交
通
事
故
椙
鹸

●
展
示
期
間
）
3
月
2
日
～
末
日
ま
で

●
出
品
ク
ラ
ブ
）
か
な
書
道
ク
ラ
ブ
㈹

古
賀
徳
次
氏
℡
（
2
9
3
）
2
2
3
8

●
出
品
作
品
）
風
呂
先
屏
風
、
条
幅
、

扁
額
、
色
紙
、
扇
子
・
陶
器
・
写
真
立

て
、
帖
な
ど
柳
点



一一今、話題坐を紹介

My TOwn
ゆめ　　　くる∴∴iむと

夢・来・人

人？ぅごき
平成4年2月末日現在（前月比）

●世帯数　　　　●人　口

5，248（＋5）17，853（＋27）

●男……8．513　●女……9．340

●転入………72　●転出………56

●出生………16　●死亡………5
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。
本
と
っ
た
時
の
あ
の
爽
快
感

若
さ
の
ビ
タ
ミ
ン
で
す
。

簾
の
た
め
に
と
習
い
始
め
て
6
着
矢
野
義
手
康
広
渡
区
・
登

●
第
5
回
全
国
新
春
な
き
な
た
大
会
演
技
の
部
2
位
試
合
の
部
優
勝

0
0
歳
か
ら
で
も
十
分

楽
し
め
ま
す
。

「
6
年
前
に
仕
事
を
定
年
退
職
。
健
康

の
た
め
に
何
か
身
体
を
動
か
さ
な
い
と

と
思
っ
て
い
た
あ
る
朝
、
テ
レ
ビ
を
見

て
い
る
と
遠
賀
町
で
な
き
な
た
教
室
が

今
日
か
ら
始
ま
る
と
の
ニ
ュ
ー
ス
、
も

う
急
い
で
出
掛
け
ま
し
た
。
」
と
矢
野

憲
子
さ
ん
。
今
年
の
1
月
的
日
に
兵
庫

県
立
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
た
第
5
回

全
国
新
春
な
き
な
た
大
会
の
演
技
の
部

で
2
位
、
試
合
の
部
（
初
段
D
グ
ル
ー

プ
0
0
歳
以
上
）
で
個
人
優
勝
を
果
た
し

ま
し
た
。「
昔
、
大
阪
の
女
学
校
時
代
に
2
年

間
、
な
き
な
た
を
習
っ
て
い
た
の
で
抵

抗
な
く
入
会
は
で
き
ま
し
た
。
で
も
、

歳
が
歳
な
の
で
体
力
が
続
く
か
な
あ
9

と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
始
め
る
と

欲
が
出
て
き
ち
ゃ
っ
て
、
試
合
の
時
に

技
が
決
ま
っ
た
瞬
間
の
す
か
っ
と
す
る

気
持
ち
。
い
つ
ま
で
も
体
験
し
て
い
た

い
な
」
と
嘉
子
さ
ん
。

な
ぎ
な
た
は
一
生
で
き
る

体
操
な
ん
で
す
。

武
道
は
礼
に
始
ま
り
礼
に
終
る
と
言

わ
れ
ま
す
が
、
な
き
な
た
も
同
じ
で

す
。
練
習
の
時
か
ら
相
手
や
先
生
に
礼

儀
を
示
し
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
日
常

の
礼
儀
作
法
に
つ
な
が
る
と
思
え
た
ん

で
す
。
そ
こ
で
習
い
始
め
て
す
ぐ
に
、

孫
（
真
由
美
ち
ゃ
ん
・
広
漠
小
4
年
）

を
誘
っ
て
み
ま
し
た
。
今
で
は
孫
も
2

級
ま
で
昇
級
。
礼
儀
も
自
然
に
身
に
付

い
て
い
る
か
な
と
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま

す。
皆
さ
ん
の
中
に
は
、
な
き
な
た
を
特

殊
な
も
の
と
思
っ
て
い
る
人
が
多
い
よ

う
で
す
が
、
昨
年
の
大
阪
大
会
へ
来
ら

れ
て
い
た
7
0
歳
の
先
生
が
「
な
き
な
た

は
終
身
体
操
で
す
」
と
言
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
な
き
な
た
に
は
、
型
の
美
し
き

を
競
う
演
技
の
部
と
技
（
2
本
勝
負
）

を
競
う
試
合
の
部
が
あ
り
ま
す
。
若
い

う
ち
や
欲
が
あ
る
人
は
試
合
の
部
で
、

歳
を
と
っ
た
り
、
健
康
の
た
め
に
と
思

っ
て
い
る
人
は
演
技
の
部
で
楽
し
め
ば

い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
は
毎
週
1
回
中
間
市
の
働
く
婦
人

の
家
ま
で
孫
と
仲
良
く
練
習
に
通
っ
て

い
ま
す
。
「
最
低
5
～
6
人
集
ま
れ
ば

遠
賀
町
で
も
教
室
を
開
き
ま
し
ょ
う
」

と
先
生
は
言
わ
れ
る
の
で
す
か
、
現
在

残
念
な
が
ら
3
人
。
入
会
者
が
も
う
少

し
増
え
た
ら
夢
が
か
な
う
け
ど
…
…
。

こ
れ
か
ら
も
体
力
が
続
く
限
り
試
合

に
出
場
し
、
い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
い

ら
れ
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
。

園
田
回
国

遠
賀
町
の
高
齢
化
率
（
6
5
歳
以
上
人

口
の
割
合
）
は
1
2
・
8
％
、
全
国
平
均

よ
り
0
・
8
％
高
い
。
各
市
町
村
で
対

策
が
急
が
れ
て
い
る
申
、
中
央
公
民
館

展
示
ロ
ビ
ー
で
福
祉
の
里
設
計
コ
ン
ペ

結
果
が
展
示
・
公
開
さ
れ
て
い
る
。
建

設
予
定
地
は
旧
西
川
河
川
敷
（
花
園
橋

～
浅
木
公
民
館
）
の
約
五
万
平
方
㍍
の

町
有
地
。
施
設
中
心
部
に
は
、
楯
社
の

里
セ
ン
タ
ー
（
郵
務
室
・
生
涯
学
習

室
・
娯
楽
室
・
食
堂
な
ど
）
温
泉
セ
ン

タ
ー
（
男
女
別
大
浴
場
・
機
能
回
復
プ

ー
ル
な
ど
）
健
康
セ
ン
タ
ー
（
軽
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
・
機
能
回
復
訓
練
室

な
ど
）
が
建
設
さ
れ
る
予
定
だ
。
お
年

寄
り
や
障
害
者
が
安
心
し
、
健
康
で
生

き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
て
全
力
投
球
中
だ
。

（池ボウ）

星
回
国
圏
四

㌧．∵：「


